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の変換はわずかであった。 Cu2+, Zn2＋は変換の活性を示さなかった。 Cell“free系においても同

様の結果が観測された。

1) 滝沢他，日本薬学会第 106年会講演要旨集 p.288 (1986) 

Blasticidin S deaminaseを生産する Bacilluscereusの

プラスミドのクローニンゲ

小林呑，遠藤豊成，鎌倉高志＊，山口 勇＊，田中陣夫＊＊

〔日本薬学会第107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 Bacillus cereusに属するー菌株は， BS-deaminaseを産生し， blasticidinS (BS）に

耐性を示す1)。本菌株はアガロースゲル電気泳動によりプラスミドを含んでいることが認めら

れ，耐性遺伝子との関連性が示唆されてきたヘ本報では，耐性遺伝子のクローン化を行い，他

属での発現について検討したので報告する。

〔方法及び結果〕 B. cereus K 55-S 1のもつプラスミド pBSR8 (10. 5 kb）をベクタ－ pNC602 

に連結して B.subtilis MI 112の形質転換をした結果， BS耐性を示した菌株には BS-deaminase

活性が認められた。同株より clearedlysa te法で抽出したプラスミド pNB79について，制限酵

素による解析を行ったところ， pBSR8由来のー領域と思われる 1.5kbの断片のみが組み込まれ

ていることが認められた。この DNA断片を切り出し， pUC19に連結して E.coilの系での再ク

ローン化を行ったところ， B.subtilis同様に， BS耐性の発現がみられた。これより，本 DNA

断片上に BS-deaminase構造遺伝子 （bsr）が存在するものと考え，現在， DNA塩基配列の決定

及び同遺伝子の諸性質の解析を試みている。

1) 遠藤ら，日本薬学会第 103年会講演要旨集 p. 279 (1983) 
2) 遠藤ら，日本薬学会第 106年会講演要旨集 p. 288 (1986) 
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Blasticidin S deaminase構造遺伝子 bsrのクローニンゲ

鎌倉高志＊，小林香，遠藤豊成，田中陣夫＊＊，山口 勇＊

〔日本分子生物学会第9回（1986年12月，名古屋）で発表〕

Blasticidin S (BS）は農業用抗生物質として用いられてきたアミノアシルヌクレオシド系抗生

物質であり，広範な生物種に対して，蛋白質合成阻害活性を有する。 BS耐性株として分離され

た Bacilluscereus K 55-S 1には，不活化酵素 BSdeaminaseをコードした 10.5 kbのプラスミ

ドが存在する 1）。このプラスミト百、ら，耐性遺伝子を Bacillussubtilis及び Escherichiacoilにク
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